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イギリス、新国王描く紙幣のイメージ公開
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資料館トピックス

　2022年中(2022年01月01日から2022年12月31日)に
ご来館いただいたお客さま数(ユニーク)は485,138名さま、
ページアクセス数は7 , 3 2 0 , 4 4 0件、総アクセス数は
23,900,847件でした。

　2021年の同期間と比較してお客さま数は+58%、ページ
アクセス数は+70%、総アクセス数は+60%となりました。

　1年間を通じてお客さま数、ページアクセス数、総アクセス
数が前年同月を上回るのは2014年の統計開始以来初と
なりました。

　2022年中格別のお引き立てを賜わり、まことにありがとう
ございました。

2023年を迎えて
さらに飛躍する1年に

　文鉄・お札とコインの資料館は今年も行われるGlobal
 Money Weekへの参加を表明します。

　現在企画展の計画を練っており、決定次第企画展のページ
にてお知らせします。ご期待ください。

今年もGlobal Money Weekに参加します
Plan your money, plant your future

ウクライナへ連携を示す記念貨幣   4面へ

　2022年07月25日から2022年10月25日まで実施して
おりました企画展「戦時中のお金」は終了しました。

　この企画展は「おうちミュージアム」の派生企画「おうち
平和ミュージアム」協賛企画として「戦前から、戦争が進むに
つれて変わっていったお札やコインの図柄や品質、戦後の
デザイン変化を探ってみよう。」をテーマに行い、期間中のべ
7,488回のアクセスをいただき、5,639名さまにご覧いただき
ました。

企画展「戦時中のお金」は終了しました
おうちミュージアムの協賛企画でした

Slava UkrainiSlava UkrainiSlava Ukraini
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E号日本銀行券、製造終了
いわゆる新札は在庫限りで終了

　市中銀行によると、国立印刷局は2022年秋に現行の
E号日本銀行券の製造を終了した。

　これに伴いE号券のいわゆる新札への円貨両替は銀行の
在庫限りで終了となり、国立印刷局は2024年のF号券発行
開始に向けた製造を進めていくことになる。

●アルジェリア、記念2,000ディナール紙幣発行
アルジェリアの雄大な自然の風景を描く

　アフリカ北部のアルジェリアは2022年11月2日、第31回
アラブ連盟サミット開催を記念した2,000ディナール紙幣を
発行した。

　この紙幣のおもて面にはフランスとの独立戦争時に
犠牲となった兵士や国民を弔う「独立の殉教者記念塔」を、
裏面には「アルジェの大モスク」「タッシリ・ナジェールの
岩のアーチ」や「マルサ・ベン・ムヒディの海岸」といった
アルジェリアの文化と雄大な自然を描いている。

今回発行された2,000ディナール紙幣
(左:おもて、右:裏)

　東南アジアのラオスは2022年10月から2022年12月に
かけて、新10,000キープ券、新20,000キープ券、新50,000
キープ券、新100,000キープ券を相次いで発行した。

　これらの新紙幣は偽造対策強化を目的とし、ホログラムや
特殊発光インクの導入などで紙幣の信頼性を高めることが
狙い。

　おもて面の肖像には、いずれもこれまで同様にカイソーン・
ポムウィハーンが描かれている。

ラオス、新高額紙幣発行
高額紙幣の信頼性向上を目指し

今回発行された10,000キープ、20,000キープ、
50,000キープ、100,000キープ紙幣*

(それぞれ左:おもて、右:裏)

　アフリカ西部のナイジェリアは2022年10月、200ナイラ券、
500ナイラ券、1 , 0 0 0ナイラ券を刷新すると発表し、
2022年12月15日に発行した。

　ナイジェリアでは兼ねてから、いわゆるタンス預金の率が
高く、紙幣の偽造やマネーロンダリングなどへの対策が
急務となっていた。

　今回発行された紙幣により旧紙幣は2023年1月末で失効と
なるため、国民に金融機関への旧紙幣預入を促すことにより
偽造紙幣の追放やマネーロンダリングなど不正に入手された
資金の摘発につなげたい考え。

●ナイジェリア、高額紙幣を刷新
マネーロンダリング対策などのため色彩を変更

今回発行された200ナイラ、500ナイラ、1,000ナイラ紙幣*
(それぞれ左:おもて、右:裏)

500円ニッケル黄銅貨発行終了
現在すでに払い出しはバイカラー・クラッド貨幣のみに

　日本銀行が市中に払い出しを行っている貨幣の中で、500円
ニッケル黄銅貨の払い出しが2022年7月末で終了している
ことが判明した。

　現在発行されている500円バイカラー・クラッド貨は2021年
11月より発行され、ある程度の発行数に至るまでは従来の
ニッケル黄銅貨と合わせて払い出しが行われていた。

　今回の払い出し終了で日本銀行に入金(還流)された500円
ニッケル黄銅貨は、再び市中に払い出しがされることは
なくなるため、徐々に姿を減らし500円バイカラー・クラッド
貨が多数になるであろう。

上:500円ニッケル黄銅貨
下:500円バイカラー・クラッド貨
(それぞれ左:おもて、それぞれ右:裏)
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中央アフリカフラン、紙幣を刷新
よりコンパクト、よりモダン、より安全

　アフリカ中部のカメルーン、ガボン、コンゴ、赤道ギニア、
チャド、中央アフリカで使用されている中央アフリカフランを
発行する中部アフリカ諸国銀行は2022年12月15日、
中央アフリカフラン紙幣の全額面を刷新した。

　各額面の紙幣のおもて面には共通して中部アフリカ諸国
銀行が描かれ、裏面には中央アフリカフランを構成する
国々の特定の地域をテーマに沿って描き、従来の紙幣に比べ
サイズが小型化され、偽造対策も大きく向上した。

　今回の紙幣刷新により2世代前となる1992年に発行された
紙幣は2024年6月1日限りで失効する。

今回発行された新紙幣*
(それぞれ左:おもて、右:裏)

クロアチア、通貨をユーロに切り替え
20番目のユーロ圏へ

　南ヨーロッパのクロアチアは1月1日、ヨーロッパ共通通貨
ユーロへの通貨切り替えを行い20番目となるユーロ圏と
なった。

　これまでクロアチアの通貨であったクーナは7.53450クーナ
につき1ユーロの固定レートとなり、クーナ紙幣は永久的に、
クーナおよびリバ貨幣については3年以内を限度として
クロアチア国内の銀行で両替できるとしている。

　クロアチアのユーロ貨幣の図柄は 2ユーロ貨幣が
クロアチアの地図、1ユーロ貨幣がテン、50ユーロセント貨から
10ユーロセント貨幣がニコラ・テスラ、5ユーロセント貨幣から
1ユーロセント貨幣がグラゴル文字でクロアチアを意味する
「HR」のモチーフが描かれた。

クロアチアのユーロ貨幣*
左上から順に右に向かって2ユーロ貨幣、1ユーロ貨幣、50ユーロセント貨幣

20ユーロセント貨幣、10ユーロセント貨幣、5ユーロセント貨幣
2ユーロセント貨幣、1ユーロセント貨幣

(すべておもて面)

アラブ首長国連邦、新1,000ディナール紙幣発行
2021年発行の低額券に続くポリマー紙幣

　西アジアのアラブ首長国連邦は2022年12月2日、ポリマー
紙幣となった1,000ディナール紙幣を発行した。

　この紙幣のおもて面にはザーイド・ビン=スルターン・
アール=ナヒヤーンが、裏面にはバラカ原子力発電所を
描いている。

　同国では2021年に発行した建国50周年記念50ディルハム券
より紙幣のポリマー化を進めており、すでに50ディハルム券
以外にも5ディルハム券、10ディルハム券がポリマー紙幣に
切り替えられている。

　今後100ディハルム券、200ディハルム券、500ディハルム券
もポリマー紙幣化されるものとみられ、同国紙幣は全券種が
ポリマー紙幣になる見込み。

今回発行された1,000ディハルム紙幣*
(左:おもて、右:裏)

　西アジアのカタールは2022年11月9日、同国で2022年
11月20日から12月18日にかけて開催した2022 F IFA
ワールドカップ カタール大会を記念して22リヤル紙幣を
発行した。

　この紙幣はカタール初となるポリマー紙幣で、おもて面には
大会の舞台となったルサイル・アイコニック・スタジアムを、
裏面には同じくアル・バイト・スタジアムが描かれた。

　この紙幣は収集型紙幣として発行され、銀行など指定機関で
額面以上の価格で販売された。

●カタール、2022FIFA W杯記念紙幣発行
同国初のポリマー紙幣

今回発行された22リヤル紙幣
(左:おもて、右:裏)
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文鉄・お札とコインの資料館の運営支援金
(ウェブサイトへの寄付)を募っています。 
詳しくはこちらへ : 
http://www.buntetsu.net/mbc/campa.html

運営支援金を募集しています

運営支援
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ナイジェリア、高額紙幣を刷新
https://www.cbn.gov.ng/Out/2022/CCD/securityfeatures2022notes.pdf
ラオス、新高額紙幣発行
https://www.bol.gov.la/en/fileupload/19-10-2022_1666148069.pdf
https://www.bol.gov.la/fileupload/09-12-2022_1670575124.pdf
アラブ首長国連邦、新1,000ディナール紙幣発行
https://www.linkedin.com/posts/central-bank-of-the-uae_in-line-with-the-vision-of-the-uaes-wise-activ
ity-7004392876239400961-RfXE
クロアチア、通貨をユーロに切り替え
https://www.hnb.hr/en/currency/euro-coins/euro-coin-denominations
中央アフリカフラン紙幣を刷新
https://www.beac.int/billet-beac-gamme-2020/
エストニア、ウクライナへの連携を示す貨幣発行
https://www.eestipank.ee/en/notes-coins/2e-commemorative-coins
バハマ、10ドル紙幣の色彩を変更
https://www.centralbankbahamas.com/viewPDF/documents/2022-12-08-12-06-50-10-CE-Banknote-D
ecember-15-2022-Launch-Press-Release-004.pdf
カナダ、2ドルカラーコインを発行
https://www.mint.ca/en/company/media-room/2022-12-07-the-royal-canadian-mint-issues-2-circulati
on-coin-with-black-nickel-finish-in-memory-of-queen-elizabeth-ii
イギリス、国王が肖像の紙幣発行へ
https://www.flickr.com/photos/bankofengland/albums/72177720304598718/with/52573683419/

イギリス、国王が肖像の紙幣発行へ
時代の移り変わりを反映

　西ヨーロッパのイギリスは 2 0 2 2 年 1 2 月 2 0 日、
チャールズIII世国王が描かれた紙幣を発行すると発表し、
イメージを公開した。

　これは2022年9月8日にエリザベス女王が崩御され、
新国王としてチャールズI I I世国王が即位されたことを
うけてのもので、現在発行されている紙幣のデザインから
大きな変更はなく、前女王の肖像やロイヤル・サイファーが
現国王のものに変更されている。

　いずれの額面の紙幣も2024年半ばまでに発行するとして
いる。

今回発表された新紙幣*
(すべておもて面)

●カナダ、2ドルカラーコインを発行
エリザベス女王の功績を称えて

　北アメリカのカナダは2022年12月7日、2022年9月8日に
崩御されたエリザベス女王を称える2ドルカラーコインを
発行した。

　このカラーコインは通常貨幣ではバイメタル貨幣の外側、
銀色となっているところを喪の腕章を意味する黒に着色し、
カナダ国民が女王崩御時に感じた喪失感を意味している。

　この2ドルカラーコインは通常貨幣として発行され、2ドル
バイメタル貨幣と同様に市中に流通する市中に流通する。

今回発行された2ドル貨幣*
(左:おもて、右:裏)

●バハマ、10ドル紙幣の色彩を変更
他の額面の紙幣とより区別しやすく

　カリブ海に位置するバハマは20 2 2年1 2月1 5日、
2016年に発行した10ドル紙幣の色彩を変更した新紙幣を
発行した。

　新たに発行された10ドル紙幣は2017年に発行し色彩が
類似していた1ドル紙幣と大きく異なる色彩に変更したほか、
2019年以降に発行した高額面紙幣の偽造対策を一部
取り入れるなど、セキュリティ面でも強化を行なった。

上:従来発行されていた10ドル紙幣
下:今回発行された10ドル紙幣*
(それぞれ左:おもて、右:裏)

エストニア、ウクライナへの連携を示す貨幣発行
Slava Ukraini - ウクライナに栄光あれ

　北ヨーロッパのエストニアは20 2 2年1 1月2 9日、
ウクライナと自由をテーマにした2ユーロ記念貨幣を発行した。

　この記念貨幣には「Slava Ukraini」というウクライナの標語
(日本語:ウクライナに栄光あれ)と、麦の穂、平和を表すハトと
少女を描き、通常貨幣同様に市中に流通するもののほか、一部は
額面以上の価格で販売され売り上げはウクライナ支援に
用いられた。

今回発行された2ユーロ貨幣*
(おもて)


